
大川村プロジェクトのこれまでの取り組み 

全 

体 

 

「人口４００人の維持」により、住んで良かっ
た・住んでみたい大川村を実現 

●大川村振興計画（H25～H34） 

●大川村まち・ひと・しごと創生総合戦略（H27～
H31）の実行 

●「大川村まち・ひと・しごと創生人口ビジョン＆総合戦略」の策定（H27.8） 

●地方創生に関する交付金を活用した取り組み 

【畜産】土佐はちきん地鶏生産技術向上事業、食鳥処理・加工施設の建設、大川黒牛・土佐はちきん地鶏の営業・販
売の推進、土佐はちきん地鶏の処理技術の向上 

【移住】移住者向けパンフレット等の作成、移住者向け住宅整備、留学指導員の人材育成 

【観光】観光体験設備の整備、広域観光推進連携事業（嶺北地域、石鎚山系） 

【その他】プレミアム付き商品券の発行、特産品ﾒﾆｭｰの開発、村ホームページのリニューアル 

産
業
振
興
部
会 

 

畜産業（土佐はちきん地鶏、大川黒牛）の振興 

●土佐はちきん地鶏・大川黒牛の生産・販売の拡大 

 ・鶏舎の拡張（増設）、牛舎の改築 

 ・食鳥処理・加工施設の建設 

 ・新たな加工商品の開発 

 ・首都圏等への販路の拡大 

●土佐はちきん地鶏：新鶏舎の建築、ボイラーの設置 

 ・朝谷地区（国交省倉庫跡地）での育雛舎新築（H28.6完成） 

 ・朝谷地区（種鶏舎）：薪ボイラー設置（H27.10） 

 ・方田地区：鶏舎等新築（H28） 

 ・食鳥処理・加工施設建設（H29.7完成予定）  

●大川黒牛：肥育牛舎等新築（H28.4完成） 

●機械の整備：タイヤショベルの導入 

●人材導入：首都圏等での販売アドバイザー（顧問）の委嘱（H28.2～H28.11） 
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生活交通や生活物資等の確保の仕組みづくり 

●食の確保 
 ・小中学校、保育園、高齢者等への給配食の実施 

 ・地産地消による食材供給の仕組みづくり 

●移動手段・生活用品の確保（買い物支援） 
 ・移動手段の充実や生活用品確保の仕組みづくり 

※集落活動センターの立ち上げ 

●集落活動センター 
 ・センター立ち上げに向けたソフト・ハード両面の検討 
  （自村方式での学校給食のあり方などセンター機能の仕組みづくり） 
 ・運営協議会の設立（H27.6.1） 

  → 大川村集落活動センター結いの里 開所（H28.3.16） 

●移動手段・買い物等の現状・課題の把握 
 ・村民アンケート調査、現地調査等の実施 

●国土交通省「地域を支える持続可能な物流ネットワーク構築モデル事業」の実施 
 ・買物代行、買物送迎及び配食サービスを組み合わせた取り組みの試行（H27.12） 
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地域資源を活用した観光振興や交流人口の拡大 

●新たな観光コンテンツの構築 
 ・山岳、湖面等を活用した観光イベント等の実施 

●既存のネットワークを活用した交流人口の拡大 
 ・どんぐり銀行、ふるさと留学、謝肉祭等のネットワーク

の活用による情報発信、村ホームページのリニューアル 

●大川村の新たなファンづくり 
 ・大学等との連携 

●新たな観光コンテンツの構築に向けた検討・実施 
 ・地域資源を生かした体験型企業研修のプログラム 
 ・山岳観光の誘客の仕組みづくり、登山道整備・案内板設置 
 ・早明浦ダム湖を生かしたウォータースポーツやサイクルスポーツイベントの実施 

●村ホームページのリニューアル（高知大生との協働） 

●既存の交流関係ネットワーク（ふるさと小包、謝肉祭等）情報の把握・整理（データ化） 

●白滝の里観光交流基本構想の策定（H29.3） 

●石鎚山系連携事業協議会 設立（H29.4） 

取組の目的・内容等 これまでの取組内容と実績等 

資料６ 


